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　この卒業研究は、日本でブレイクダンスとよば
れるストリートダンスの一つを研究し、まとめた
ものである。近年ストリートダンスが義務教育化
され、メディア等にも注目され人の目に入ること
も多くなった今、正しい情報と歴史を知りこのダ
ンスについて正しい理解を定めることを目的とす
る。
　また日本にきてまだ日も浅いことから資料が極
端に少なく、ブレイクダンスについて信頼できる
情報がのせられている書籍は日本には存在しない
のが現状である。そこで雑誌にのっているブレイ
クダンスのパイオニア的存在である海外ダンサー
のインタビューや公式サイトなどをこの卒業研究
では資料としている。

『ブレイクダンスの正式名称』

　まずはじめに基礎知識としてブレイクダンスの
本当の名前を知る必要がある。

　ブレイクダンスの正式名称は BBOYING とよ
ばれ、今現在日本に定着してしまっているブレイ
クダンスという呼び方は、マスメディアが勝手に
付けてそれがそのまま広がった名前である。

『HIPHOP とは』

　さてつぎに BBOYING を知る前に「HIPHOP
とは何か」ということを知るべきだと思う。
　一般に HIPHOP と聞くとダンスのジャンルや
音楽のジャンルをイメージしがちだが HIPHOP
とは文化の名称である。その文化の中には４つの
要素が存在し、その要素とは「RAP」「GRAFFITI」

「DJ」そして「BBOYING」である。
　「Rap」とは、音楽のビートに乗せながらなめ
らかかつ分かりにくく言葉を連射するものであ
り、時には、社会風刺や反戦、人種差別をテーマ
にするものもある。
　「DJ」とは、塩化ビニールのレコード盤を操り
バックトラックを使いながら、レコード盤を針で
擦りあげノイズを利用しビートを刻み込んでそれ
を音楽にするものである。
　「GRAFFITI」とは、車両や壁などに巨大な絵
をスプレーなどを使い一夜にして描くものであ
る。そして最後の「BBOYING」とは、音楽にの
り身体全体を駆使し、身体を回転させたり激しい
動きをしながら、自己表現するものである。
　これら４つの要素に共通していることは速さと
危険さをともなうことである。HIPHOP 文化が
誕生する前、犯罪や殺人などが日常化した治安の
悪い環境で生きることにかなりの力を必要とした
彼らにとっては、他の人よりも早く、強くなけれ
ばいけなかった。日常化した暴力や犯罪に疑問を
抱いたゲットーに住む黒人の若者達が、暴力とは
また違った形で自己表現・自己主張をするために
生まれた文化であった。
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「HIPHOPの歴史」
　ではなぜこのような HIPHOP が生まれたので
あろうか。その背景にはアメリカに古くからある
黒人差別が大きく関係している。
　17 世紀初めに、ヨーロッパで、黒人の奴隷貿
易が始まった。ヨーロッパ諸国は新しく発見した
アメリカ大陸を開拓するために、アフリカから沢
山の黒人奴隷を輸入したのである。その当時、黒
人奴隷は「人」ではなく「物」として扱われて
おり、「奴隷はお金で買うもの」という認識がな
されていた。1860 年のアメリカ合衆国国勢調査
では、合衆国総人口の約 14％の黒人人口のうち、
約 89％が奴隷だという調査結果があったほど「黒
人＝奴隷」の認識は根強いものであった。アメリ
カ南北戦争中の 1863 年にリンカーン大統領が出
した「奴隷解放宣言」により、南部の黒人奴隷達
に対して自由が保障されたが、奴隷解放宣言が発
布された後に彼らに待ち受けていたのが「人種差
別」であった。黒人というだけで就職はおろか、
経済活動、教育、生活面などありとあらゆる面で
制限を受けていた。その後も奴隷としてアメリカ
に連れてこられ、そのまま定住した黒人への差別
は続いたが、キング牧師（Martin Luther King.
Jr.）が生涯人種の平等を説き続け、1964 年によ
うやく法律上の差別は全て撤廃されたのであっ
た。
　しかし、人々の間では日本の部落差別の様に黒
人差別が根強く残り、その後も水面下での差別は
続き、今でも一部の地区では差別が残っている。
　そのような厳しい時代の中で黒人の心は荒んで
いきギャングとなり、略奪や縄張り争いなどで殺
し合いが頻発し若い命が次々と失われていった。
　しかし、この無意味な殺し合いに疑問を抱き
始めたギャングが次第と増え、この殺し合いに
向けたエネルギーを違う方向に向けられないか
と考え始めた。これが「HIPHOP」誕生への第
１歩であった。ここで誤解をしないで頂きたい
のが、「HIPHOP」とは”で記述した４つの要素
は「HIPHOP」という枠が出来てから誕生した訳
ではなく、各々で形成されつつあった各要素を

「HIPHOP」の教祖と呼ばれる「アフリカン・バ
ンバータ」が一つの文化にまとめ、HIPHOP と
名付けたということである。

「アフリカン・バンバーター」
　HIPHOP を語る上で絶対に避けては通れない
人物が、「アフリカン・バンバーター」である。、
彼は HIPHOP の教祖と言われており、HIPHOP
史上でのキーパーソンの一人である。彼は 1969
年にブロンクス・リヴァー支部でブラック・スペ
イズという組織の中にいた。その後、ブラック・
スペイズはブロンクス最大規模のストリート・
ギャング組織へと発展し、アフリカン・バンバー
ターは生来の性質からかその指導者になるのであ
るが、それは 1974 年にはばらばらに分解していっ
たのである。その理由についてバンバーター自身
は「ドラッグに走った連中もいたし、他のギャン
グに消された連中もいた。警察との衝突も酷かっ
たし、女の子がまず疲れてしまった。」と語って
いる。
　多くの大切な人を失い暴力に嫌気がさした彼
は、殺し合いなどに向けられたエネルギーを良い
方向に導くため、自らのルーツであるアフリカを
訪れた、そしてそこで暮らす黒人の文化を体験し、
現地の民族の結束の強さに影響を受け、その概念
を生かそうと決め帰国したのである。
　帰国後まもなく彼は、5 人の友人と共に Zulu 
Kings（Zulu Nation) という組織を作り上げた。
それは、従来のストリート・ギャングとは異なり、
暴力の代わりに音楽やダンスに興味を注ぎ、無意
味な殺し合いに向けたエネルギーを違う方向に向
けた組織であった。 Zulu Nation 公式ホームペー
ジによると、Zulu Nation の公式誕生日は 1973 年
11 月 12 日であると記されている。
　Zulu Nation を作ったバンバーターは、その後
ブロンクスでDJをしながら、ばらばらに散らばっ
ていた B-boy や DJ などを一つの文化に束ねて
人々を組織し始めた。
　これが HIPHOP 誕生の瞬間であった。
　HIPHOP が始まった時は当然、黒人の若者
達は誰に BBOYING を教わったわけでもなく、
GRAFFITI WRITING のお手本があったわけで
もなかった。社会の底辺にいた無教養な彼らが文
化の担い手となり、自ら作り上げ発展させたので
ある。
　また、バンバーターは「自分たちが HIPHOP
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を作ったときに、これが Peace（平和）Love（愛）
Unity（団結）そして HavingFun（楽しみ）とな
ることを願い、HIPHOP によって人々がストリー
トにはびこる問題（ギャングによる暴力、薬物乱
用、アフリカ系とイタリア系のあいだでの抗争）
から遠ざかることができるようにと願った。そし
て HIPHOP を通じて 認識、知識、知恵、理解力、
自由、正義、平等、平和、愛、尊厳、統一、楽し
むこととその責任、挑戦と達成、経済、数学、科
学、生命、真実、事実と信頼を学ぶことができる」
と述べている。
　ドキュメンタリー映画「The Freshest Kids」
の中でも、「HIPHOP は人種の壁を越えたイデオ
ロギーだ」と語っている。また HIPHOP が誕生
してからというものの、犯罪へのエネルギーが有
り余った若者だけでなく、荒れ廃れた貧しい地
域（ゲットー）に住みジムや運動も習うことがで
きない幼い子どもたちにとっても、唯一希望を持
てるものであり家や学校での規則に縛られたスト
レスを発散するはけ口にもなった。そして犯罪へ
のエネルギーやストレスを発散させるには、技術
が簡単に習得できるような文化ではなく、習得が
難しく毎日の練習や考察が不可欠な文化が必要
であった。ドキュメンタリー映画“BREAKIN’ 
COLLECTION SPECIAL FEATURES”で
は「HIPHOP の基礎は練習である」と言われて
おり、「HIPHOP では身に付けたスキルを競い合
うバトルが重要だ」とも言われている。HIPHOP
誕生以後、暴力の拳やナイフ、銃器を、音楽やダ
ンス、GRAFFITI に置き換えたことで、“バトル”
に勝つためスキルを習得することにエネルギーが
向けられ、犯罪へのエネルギーを HIPHOP に向
けることができたのである。

『BBOYING について』

　さて HIPHOP の中の一要素である BBOYING。
これがどういうものであるのか。
　映画「The Freshest Kids」によると、 BBOYING
とは手足だけでなく体のあらゆる部分を動かし、
頭脳や個性をも駆使する究極のダンスであると言
われ、その様は「もはや流行を超えた一つの芸
術である」と言われている。日々発展してきた
BBOYING は今現在大きく四つのカテゴリーで構

成されている。
　一つ目 は TOPROCK と呼ばれる、立ってス
テップを行い相手を挑発する動きである。
　二つ目は FOOTWORK と呼ばれ、手を地面
について腰から下を使って円を描く動きであ
る。三つ目は FREEZ と呼ばれ、Top Rock や
Footwork、Power Move の動きを瞬間的に止め
る（凍結する）動きである。
　そして最後の４つ目は POWERMOVE という
全身を使って豪快に回転する動きのことである。
　しかしこの様に分けられている BBOYING で
あるが、決まった動きや形をしなければならない
という決まりは無く、逆に誰もが考え出すことが
出来ないオリジナリティのある動きを追及してい
ることが評価されている。それは今現在まで進化
してきた BBOYING が人間が肉体的に進化でき
る限度にまで発展してしまい、その結果多くの
BBOY が似たような動きになってしまったから
であると考えられる。

「誕生」　
　ダンス雑誌“DANCE DELIGHT”よると、『誰
が始めたのかは明確に記録されてはいない、この
BBOYING が生まれたニューヨークサウスブロン
クス地区で、それらしき踊りが現れ始めたのが
1970 年代前半。ジェームスブラウンのヒット曲
Good Foot にちなんでつけられた Good Foot と呼
ばれる踊りがその走りと言われる。この頃は、足
だけを使うシンプルなフリースタイルの踊りで
あった。その後この踊りが進化しこれに手を使っ
て地面で体を支えながら踊るものが現れはじめ
Footwork のスタイルが生まれた。
　その後 BBOYING は大きな広がりをみせるこ
ととなる。これには DJ Kool Herc の存在が大き
かった。彼はアフリカン・バンバーターと並び、

“HIPHOP の父”などと呼ばれている。何故ハー
クが HIPHOP の父となったか。それはハークが
Breakbeats という概念を思いついたからであっ
た。映画「The Freshest Kids」によると、「ハー
クが流す音楽はいつも Break が利いていて、そ
こは Breakbeats と呼ばれた。音楽というよりむ
しろ延々とビートが鳴り響いているといったも
のであったが、ハークはものすごく高揚感のあ
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るビートを流し、集まった連中は夢中になって
踊っていた。だからハークはみんなが盛り上がる
Breakbeats を引き延ばすために同じレコードを
２枚使った」とある。ハークは初めて同じレコー
ドを２枚同時にかけ、ある特定の部分を引き延ば
すということを思いついた人物であった。ハーク
の Party には、自然発生的にダンサー達が集まる
ようになり、彼らは新しいステップを考え出すの
に夢中になっていたのであった。
　映画「The Freshest Kids」によると、「新しい
ダンスが生まれるとみんなが取り入れるが、そ
の熱は時間とともに冷め、それは一部の人間だ
けのものとなる。踊れる奴は色々なポーズをき
め、かっこよく踊るうちに周りに人が集まり対
抗してくる奴も現れる。その集まった人の中に
Nigger Twins がいた。床で踊る BBOY は 1975
年頃に現れ、その後ブームは始まった。この頃
には BBOYING の第一世代と呼ばれる Nigger 
Twins に、SPY、TRAC ２、そして JOJO やジ
ミー・D などの BBOY たちが登場し、今ある
BBOYING の動きの基礎を築いた」とあり、さら
に「知られていなかった BBOYING は 1975 年頃、
DJ Kool Herc によって広まり、その結果多くの
知られていないダンスがストリートに顔を出し
た。ダンスが次々と紹介されると他の人種にも飛
び火し、ヒスパニックなどの黒人以外の人種も踊
るようになった」とある。この世代の BBOYING
にはまだウインドミルやヘッドスピンといった体
ごと回転する Power Move はなく Footwork と
Toprock が中心であったが、プエルトリコ系の
BBOY が初めて背中で踊ったことにより、その
動きの可能性はさらに広がった。こうしてハーク
による Breakbeats と第一世代の BBOY 達によっ
て発展した BBOYING は、1970 年代後半、よう
やく一つの文化として確立されたのであった。

「衰退」
　しかし、BBOYING も 70 年後半頃から黒人の
間ではその人気を失いつつあった。DISCO ブー
ムの到来である。映画「The Freshest Kids」の
中では、「79 年になると周囲から時代遅れだと
言われた」、「79 年にはニューヨークマンハッタ
ンの BBOY は犯罪に走ったり、定職に就いたり

ですっかり影を潜めていた」と述べられている
程であった。しかし、そんな中でも変わらずに
BBOYING を続けた BBOY がいたのであった。
その中に伝説的な BBOYING チームの「Rock 
steady crew」を設立した、JIMY・D と JOJO が
いた。
　彼らは BBOYING のブームが終わったと言わ
れ始めた 1977 年に、変わらず（Steady）に踊り
続けることを目的として“Rock steady crew（以
下 RSC）”を結成した。その後、1979 年に JOJO
と JIMY・D は RSC を新たなる次の段階に持っ
ていくために CRAZY LEGS 達をメンバーとして
加えたのであった。彼らは意欲的に活動しマン
ハッタン支部をはじめとし、各地に支部を作った。
RSC の転機は 1981 年、人々が Crazy-Legs、Ken 
Swift 達のマンハッタンでの活動に気がつき始め
たことだった。
　1981 年 8 月、写真家であり彫刻家である
Henry Chalfant が RSC にリンカーン・センター
での野外公演への出演のチャンスを与えた。マン
ハッタンを騒然とさせるバトルをしたいと思った
Crazy-Legs は、この公演で RSC のライバルであ
る Dynamic Rockers とバトルをするというもの
だったが、これはその後の RSC にとって決定的
なものとなった。なぜならば、この公演は雑誌の
表紙を飾り、新聞に取り上げられ、そして地元Ｔ
Ｖ局で報道されたからであった。これをきっかけ
にＲＳＣは世界中のマスコミにとりあげられた。
　RSC の活動が、時代遅れと思われていた
BBOYING を再び隆盛させるきっかけとなったの
であった。

「隆盛」
　RSC の活躍をテレビで見たかつての BBOY 達
は、これをきっかけに再び BBOYING を始め
た。リンカーン・センターでのバトル以降、メ
ディアの中心であるニューヨークは HIPHOP に
注目し、こぞって雑誌や新聞に記事を取り上げ、
HIPHOP に火をつけたのであった。BBOY 達は
プエルトルコ系の BBOY が生み出したウインド
ミル、ヘッドスピン、ハンドスピンといったアク
ロバティックな要素を取り入れ、それをさらに発
展させた。彼らは BBOYING の第二世代と呼ば
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れ、Footwork が中心だった BBOYING をさらに
広げていったのである。DANCE DELIGHT によ
ると、「それぞれの Power Move は、色々なとこ
ろから取り入れられたと言われる。カンフーの起
き上がる動きを連続することで生まれたウインド
ミル、ヘッドスピンはアフリカの民族ダンスに、
エルボースピンはロシアンダンスにルーツがある
といわれている」。
　1982 年、 こ の 波 に 乗 る か の よ う に 初 の
HIPHOP 映画と呼ばれる「WILDSTYLE」が制
作され、RSC が出演した。しかし、BBOYING
が全米だけでなく、世界的に知られるようになっ
たのは同年 1982 年公開された「Flashdance」（RSC
出演）で取り上げれた時であった。それはごく数
十秒のものであったが、その衝撃はかなりのもの
で世界中に影響を及ぼした。
　「Flashdance」で一部の地域から世界中に広
がった BBOYING は、もちろんアメリカの西海
岸にも広まった。これに刺激を受けた西海岸の若
者達は BBOYING を始め、当初は NY に比べ遅
れを取っていたが、独自のスピンや動きを取り入
れ高度なスピンテクニックを築き上げていった。
　リンカーン・センターでのバトル、New York 
City Breakers の他のチームには無いほど過度な
メディア露出、そして映画「Flashdance」公開
により、BBOYING はアメリカ全土で一躍社会現
象となりBBOYが爆発的に増えた。「Flashdance」
以後、「Beat Street」など BBOYING や STREET 
DANCE の映画が次々と作られ、その熱はますま
すヒートアップしていった。1984 年にはロサン
ゼルスオリンピックのなかのショーの一つに出演
し、ブームとなり、B-BOY が増加した。

「二度目の衰退」
　BBOYING は街の至る所で目にすることがで
き、電車の中で踊っている子どもが出てくるほど
であった。そのため様々な練習場所で怪我が発生
する事故などが起こり始め、警察や役人が社会の
迷惑だとしてダンスを禁じるようになった。メ
ディアや企業などはビジネスとして利用し、稼い
だ後は手の平を返したかのように背中を向けたの
であった。
　「The Freshest Kids」での中で、RSC の Crazy-

Legs が「ゲットー出身の金に困った若者がどん底
の状態から突然世の中で成功し仲間とともに大金
を手にする。ところがすぐに状況は暗転、状況は
最悪だった。」と述べるほどそのブームは一気に
冷めていった。
　こうして 1980 年代前半のアメリカにおける
BBOYING の過度なメディア登場は、85 年以後、
BBOYING がメディアへの露出が減少した時に、
大衆に「BBOYING は単なる流行だったのだ」と
いうイメージを持たせる結果を生んだ。クラブ
で BBOYING をやろうものなら、時代遅れの目
で見られ、多くの BBOY が姿を消した。多くの
BBOY は再びギャングへと戻って行った。これ
が BBOYING 冬の時代である。

「二度目の隆盛」
　その後すぐに RAP が流行り始めた。
　RAP は購入した後自宅で簡単に聴くことが出
来るため、企業は商品価値が高いものとして食い
ついたのであった。ここでメディアが HIPHOP
＝ RAP として社会に流通させたために今現在も
HIPHOP ＝ RAP と勘違いする人が多くなってし
まったと言えるだろう。
　一人歩きしてしまった RAP 業界であったが、
そんな中にも HIPHOP の本質を理解している
人物がいた。KRSONE である。彼は少年時代
に、DJ Kool Herc がブロンクスで流す音楽を
自宅から聴いていた。言うなれば少年の頃から
Breakbeats を耳にし、BBOYING の発展をその
目で見てきた人物であった。
　そんな彼が HIPHOP の本質を理解することは
たやすい事であったのだろう。
　「The Freshest Kids」によると、「1991 年に
KRSONE は自分達のイベント「Source Awards 
1991」に RSC を出演させ、BBOY に新しい居場
所を提供した。そこから全てが変わった」と述べ
られている。
　さらに新世代の BBOY も頭角を現し始めた。
新世代 BBOY はその独創性によってより複雑な
動きやスピンを生み出し、BBOYING をさらに発
展させた。
　また“DANCE DELIGHT”によると、「こん
な状況でも BRONX には本物があった。真の
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BBOY たちは、世界中で根強く BBOYING を続
け、新たなる時代の到来を待った。特にロサンゼ
ルスやサンフランシスコなどの西海岸の都市、そ
してヨーロッパでは、POWER MOVE の進化や
新たなコンビネーションの発明が確実になされて
いた」とある。
　これを受けて 90 年代始めにはロサンゼルスや
サンフランシスコで後に「The Resurgence of 
BBOYING」と呼ばれる BBOYING の復興ムーブ
メントが起こり始めた。このムーブメントは、ゆっ
くりではあったが着実に全米、そして全世界にひ
ろがった。また同時期にヨーロッパでは、「Battle 
Of The Year」というイベントも始まった。
　1992 年には RSC がついに正式に活動を再開。
BBOY Summit や RSC Anniversary（1991 ～）
といったイベントを開催し、世界中から BBOY
が集まるようになった。こういったムーブメント
は旧世代の BBOY が企画を手がけ、開催してき
たことによって、新世代の BBOY は HIPHOP の
本質的な部分に直接触れることができ、流行を越
えた一つの文化として確実に根付いていったので
あった。
　「The Freshest Kids」には、「楽しむために
参加したつもりであったが、あの場にいったこ
とで自分をより理解できた。皆の話を聞くうち
に自分の精神力とか、なぜニューヨーク（RSC 
Anniversary 開催地）に来たのかとか色々わかっ
てきた」と言われているほど、このムーブメント
が与える影響は計り知れないものであった。
　 文 化 と し て 確 実 に 根 付 い た BBOYING

（HIHPHOP）は、KSCONE によってさらに大躍
進する。彼は BBOY 達を自らのミュージック・
ビデオに出演させたのだ。これ以来 BBOYING
は再び注目され、多くの Rap Music Video に取
り入れられた。忘れられていた HIPHPOP の神髄
は彼の活躍で復活したのである。　BBOY 達は
急に脚光を浴びて大物アーティストの作品にも出
演した。この後、多くの若い世代が想像以上に熱
中し、海外にも波が広がった。
　BBOYING のその動きは芸術とまで言われ、
多くの人々にアートとして認められて行った。
現在ではアメリカの正統派のダンス教室でも
BBOYING のクラスが設けられているところもあ

る。「バレエの様に技術の高いダンス」として評
価されているのである。

「現在のBBOYING」
　現在 BBOYING には大きくわけて２つのスタ
イルがある。一つは、フットワークとトップロッ
クを主体とするスタイル、そしてもう一つは大技
を主体とするパワーブレイキングである。前者
は RSC が提唱するスタイルで、「BBOYING は体
操ではなくダンスであるのだから、音楽のリズム
を大切にして BBOY の個性を出していくべきだ」
というコンセプトのもとに成り立っていると言え
る。そしてパワーブレイキングは、アクロバティッ
クな技を磨くことに重点を置く。確かにダンサー
の個性や、音楽に対する感性は、回ってしまうと
出しにくいものがあるが、そのインパクトは強い。
現在世界中の BBOY の間では、この２つのスタ
イルをめぐる論争が行われている。しかしここ最
近ではパワーブレイキンとリズムブレイキンを高
度なレベルで融合させたオールマイティブレイキ
ンと呼ぶべきスタイルが主流なりつつあり、現在
進行形で進化し続けている。
　また RSC のメンバーである kenswift らによっ
て作られた「クラシックスタイル」というプログ
ラムで B-boying の伝統を伝える運動が世界各地
で行われている。

「B-boy の B」
　BBOY(BGIRL)とは、正式名称「Break-boy(Break-
girl)」の略であり、間違っても「Black-boy」や

「Bad-boy」の略では無い。映画「The Freshest 
Kids」で、DJ Kool Herc は「“こいつらはイカれ
ていて（Break）かなりヤバい野郎だ。Break は
そんな意味のスラングさ。Break する BBOY は
銃を乱射する代わりにイカれた踊りをする連中の
ことだ。レコードの Break はその後生まれたも
ので、BREKIN’の Break は「イカれた」が由
来だ。そんな言い回しをダンスに当てはめたのが
Break-boy だ。その後 Break という単語を１文字
に省略して出来たのが BBOY だ。」と述べている。
　またBBOYING が社会現象となった1980 年代前
半、世の中は BBOY に対して“Break Dancer”
というプロの称号を与えた。これについて「The 
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Freshest Kids」では「本来の名前は BBOY で
ある。その呼び方は変えたくない」と述べられ
ている。そしてこれはある一説であるが、HIPHOP
に 精 通 し て BBOYING を 踊 っ て い る 人 を

「BBOY」、BBOYING だけに限定して踊ってい
る人を「BREAKER」と呼ぶと言われている。
BBOYING を作ってきた先人達は、「BBOY」と
いう呼ばれ方に対して誇りを持っているのではな
いだろうか。

「BBOYのファッション」　
　現在数々のマスメディアの誤った情報により、
ギャングの様なダボダボの服を着るファッション
のことを「BBOY（B 系とよばれる）」と解釈し
てしまっている人が多い、しかし HIPHOP が誕
生した時から誰もがこんなダボダボなファッショ
ンをしているわけではなかった。パンツが大きい
のには理由があり、ゲットーに住む黒人家庭は、
兄弟が多く、お金もなく新しいものを買うことが
できなかった。だから「上からのお下がり」とい
うことで服を再利用していたためダボダボと大き
い服を着ざるを得なかったのである。また、ドゥ・
ラグ（頭にかぶっている布、ネットのようなもの）
も、今やこれもファッションとして定着している
が、元はアフロを押さえるためというところから
始まった。
　そしてあのゴツゴツしたアクセサリーについて
は、稼いだ金をゴールドやシルバーに変え、「見ろ、
俺はこんなに稼いでるんだ」という自慢のような
ものであった。
　つまり自分が貧乏である様に人に見せないよう
に努力し強さを誇示する心が BBOY の中では重
要なのである。また、パンツの片足（左足）の裾
をあげるというファッションにも由来があり、こ
れももとは黒人が一昔前に良く行っていたスタイ
ルであった。映画で銃やナイフを左足のふくらは
ぎに忍ばせる場面があり、そこから黒人が周囲に

「俺は何も持っていない」とアピールするための
行為であったと言われる。ピース（平和）をアピー
ルしていたスタイルが、今現在のズボンの片足を
捲り上げるというファッションとなったのであ
る。
　また他に BBOY は常にクリエイティブでいる

ことが求められており、それはダンスだけでなく
服装にも表れている。BBOYING ができて間もな
いころ洋服のウエストのゴムを取って紐代わりに
して靴紐を腰に巻きベルトにする人が表れた、そ
れはそのまま当時のニューヨークの流行ファッ
ションとなり、今現在 puma のスエードという靴
の靴紐が太いのはそのファッションの影響であ
る。他にも最近ではあまりみられないがカンフー
スリッパをはいて踊っていたものもおり、それは
当時人気だったブルースリーなどのカンフー映画
の影響である。その時代映画は 1 ドルで観れるも
のであったため、貧乏であった BBOY たちにとっ
て貴重な娯楽の一つだった。日常で手に入る様々
な情報から BBOY の美学を築いていったのであ
る。
　そしてこれらの服装は昔のテイストを残しなが
らも時代の変化とともに変わり続けている。

『日本での BBOYING』

　では日本に初めて BBOYING が上陸したのは
いつなのか。
　1982 年 に ア メ リ カ で 公 開 さ れ た 映 画

「Flashdance」が 1983 年に日本で公開された。
その「Flashdance」の中のごく数十秒のシーン
に衝撃を受け、BBOYING を始める若者が殺到
したのであった。更に同年 10 月に映画「WILD 
STYLE」の日本公開が決まった。「WILDSTYLE」
で の プ ロ モ ー シ ョ ン の 一 環 と し て 多 く の
HIPHOP アーティストが来日し、その中にはあ
の CRAZY LEGS 率いる RSC もいた。RSC は池
袋のパルコでパフォーマンスを行い、これが日本
で初めて生の BBOYING を目にすることが出来
た瞬間であった。
　これらが日本に BBOYING を大きく浸透させ
るきっかけになったと言われているが、ホーム
ページ Phot Soul では、原宿にはそれ以前から既
に BBOYING が踊られていたと書かれている。
　ディスコブームが終焉を迎えつつある中、多く
のダンサーが原宿の歩行者天国にダンボールを
持って練習に来るようになった。
　２つの映画が公開された後、原宿に集まってい
た BBOY 達はチームを組んだりしながら各々の
スキルを磨いていた。1986 年頃には原宿、横浜
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などで「ファンキージャム」、「東京 BBOYS」、「フ
ロアマスターズ」、「B-BOP CREW」などの代表
的なチームが現れ始めた。
　「ROOTS OF STREET DANCE」の中で「1987
年になると BBOYING 自体が一般の人にとって
敷居の低いものではなかったし、踊っている人た
ちの間でも出来る人と出来ない人の差が極端に激
しくなったこともあり、多くの人が辞めていっ
た」とあるように、BBOYING の勢いは急速に衰
えたのである。さらに決定的となったのは、1988
年後半から 1989 年にかけて日本に新しく NEW 
JACK SWING というジャンルのダンスが入って
きたことである。これによりブームとしての勢い
を失いつつあった BBOYING は、さらに時代に
取り残されていくこととなった。
　90 年代になると、フジテレビ系で「ダンスダ
ンスダンス」というテレビ番組がスタートし、日
本における HIPHOP ムーブメントは確実にヒー
トアップを始めた。さらに 1991 年には「天才た
けしの元気が出る TV（日本テレビ系）」で「高
校生制服ダンス甲子園」というコーナーが設けら
れた。これらの番組では BBOYING だけでなく
様々なジャンルのダンスがテレビに流れた。こう
したことにより、若者たちのダンスに対する認識
はより身近なものに、変化していったのであっ
た。そしてこの頃から NEW SCHOOL のダンス

（HIPHOP [ Freestyle ]、HOUSE など）が流行し
始め、BBOYING はさらに影を潜める存在となっ
た。その理由として、HIPHOP のダンスは真似し
やすく、ファッション的にも流行に敏感であった
ことに比べて、BBOYING は鍛錬が必要な技が多
く、ファッションは動きやすいように常にジャー
ジであったことなどが考えられる。今までのダン
サーは、かつて不良といわれ、血の気が多い若者
ばかりであったが、テレビ番組で放送されるよう
になったことで一般の若者もダンスを始めるよう
になった。ダンスがより大衆のものへと、敷居が
低くなった証拠であった。1992 年、RSC NY 再
結成により、一気に日本のクラブシーンも盛り
上がりを見せる。1993 年ブレイクダンス同好会
10 周年を記念して、Crazy-A が川崎クラブチッ
タで BREAKING NIGHT を開催、日本全国から
BBOY が集まった。その後 Crazy-A は CRAZY 

LEGS から RSC の日本支部（RSC JAPAN）を任
され、深夜番組オールナイトフジリターンズに
BBOYING のコーナー「YO ! BREAKIN」を作り、
マスメディアを通じて世に広めた。さらに、ニュー
ヨークから RSC を招き、一気に BBOYING 第
二黄金期がスタートした。RSCjapan はその後も
数々のダンスイベントを手掛け、1998 年には東
京 BBOYS 活動１５周年をきっかけに、代々木公
園にて「BBOY PARK」を開催し、流行により
日本では認識の薄かった HIPHOP の正しい形を
改めさせたのであった。
　その後も「RAVE2001（テレビ東京系）」など
のテレビ番組が放送され、2002 年にはテレビ番
組「めちゃめちゃいけてる（フジテレビ系）」の
あるコーナーをきっかけに、BBOYING 人気を再
度爆発させた。また 2004 年には「少年チャンプ
ル（日本テレビ系）」というテレビ番組が放送され、
ダンスを単なる流行でなく文化として確実に定着
させた。
　しかし、これらの番組では視聴者にわかりやす
いように BBOYING の Power move に“難易度”
を定め、体操に近い認識を植えつけてしまった　
メディアが社会に与える影響というものはこれほ
どまでに大きいものなのかということが手に取る
ようにわかる。このメディアをどのように利用し
ていくかで、今後の Street dance の位置付けも
また変わってくるであろう。しかし、メディアに
よって今現在 BBOYING に限らずダンスの人気
は不動のものとなっているのは事実であり、その
結果ダンス人口が増え、お互いが刺激しあい、ス
キルが進化している。こうした中で日本国内で独
自に発展した BBOYING も、世界から見て目覚
ましいレベルにまで進化し、2005 年に行われた

「Total Session」という世界大会では見事優勝と
いう偉業を成し遂げたのである。その他多くの世
界大会でも上位に入り、日本の BBOYING シー
ンのレベルの高さを世界に見せつけている。その
ためか、現在ではメディアが BBOYING を中心
に取り上げ、Music video・TVCM などにも多く
取り入れられたことで、大衆が BBOYING を目
にすることが多くなり、輸入された 1983 年当初
に比べ身近なものとなった。更に近年には地方で
も BBOYING のスクールが開校され、また文部
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科学省により 2011 年よりストリートダンスの義
務教育化がなされ、より敷居の低いものとなって
いる。　

『研究の結果と感想』

　BBOYING のルーツを掘り起こすとギャングの
文化にたどりつき、怖い悪いといったマイナスの
イメージをいだいてしまいがちである、しかし
BBOYING を作った先駆者たちには、差別や貧困
などにより非行や殺人を犯すことが無くなるよう
にと願いながらこのダンスを築きあげていったこ
とがこの研究から解る。つまり BBOYING とは
日本でいう武道のように健全な人格を形成してい
くための文化なのである。
　近年になってアフリカン・バンバーターはHIPHOP
には五番目の要素がありそれは「知識」であると
述べている、HIPHOP が誕生してから６０年が
経過し、様々な形に分かれた今、HIPHOP を正
しい形で残すには正確な知識が必要不可欠なのだ
ということである。日本でも 2013 年から小中高
で義務教育化されたストリートダンスであるが、
ただの動きとしてダンスを伝えるのではなく一つ
の文化としてその中にあり続ける精神性を伝えて
いくべきだと思う。

映画「MENACE Ⅱ SOCIETY」
Zulu Nation 公式ホームページ
ホームページ [History of HIPHOP]

http://www.zulunation.com
映画「SCRATH」
映画「The Freshest Kids」　vap Video
映画「STYLE WARS」 Nomandvd.net
映画「BREAKIN’ COLLECTION SPECIAL 

FEATURES」
雑誌　DANCEDELIGHT kenswift インタビュ―
映画「WILD STYLE」　Guntez Record
映画「Flashdance」 Gulf + Western company
ホームページ「freshtang」


